
再配達ゼロの街をめざして

提案分野：人・モノの移動での脱炭素
(グループF)
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背景

出典：国土交通省「多様なライフスタイルを支える持続可能な宅配の実現に向けた手引き」https://www.mlit.go.jp/common/001476596.pdf

https://www.mlit.go.jp/common/001476596.pdf


私たちグループFは、

「再配達ゼロの街」をめざします！！



具体的な３つの行動

①受け取る時間(タイミング)の工夫

②置き配の活用

③受け取る場所の工夫



具体的な３つの行動（イメージ図）

①受け取る時間

(タイミング)の工夫
②置き配の活用

③受け取る場所

の工夫

家にいよう 家にいないとき 受け取り出来ないとき



①受け取る時間の工夫

時間指定をする

LINE受取システムを積極的に活用する

市民（自分）の役割

この時間に家にいよう！と思う仕組み

→トラックの位置共有サービス

→宅配業者の段ボール回収制度

その他（自治体・企業など）の役割

商品が入っている段ボールを、
到着時に宅配業者の方に渡すことで、
資源ごみを捨てる手間を省く



②置き配の活用

市・事業者のリサイクルボックスを購入

積極的に宅配ボックスを設置

宅配ボックスを活用

市民（自分）の役割

市民から回収したプラスチック資源

から宅配ボックスを作り、売る

→プラスチックごみの見える化！

その他（自治体・企業など）の役割

右写真：amazon宅配コンテナBOX https://www.amazon.co.jp/%E3%82%AB%E3%83%BC%E3%83%A1%E3%82%A4%E3%83%88-%E3%83%AD%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%97%E3%83%AC%E3%83%BC%E3%83%88-%E5%8D%97%E4%BA%AC%E9%8C%A0%E3%81%A7%E7%9B%97%E9%9B%A3%E9%98%B2%E6%AD%A2-

%E3%83%8F%E3%83%B3%E3%82%B3%E3%82%B1%E3%83%BC%E3%82%B9%E4%BB%98%E3%81%8D-NS801/dp/B079NHV18W

１つ 1000～2000円で販
売+仙台市のプラゴミ袋10
枚のおまけつき



③受け取る場所の工夫

どこにいても（会社、学校、駅等）

受け取りに行く！！

市民（自分）の役割

配達業者が来る施設には、

個人の荷物も受け入れ可能にする

その他（自治体・企業など）の役割

コンビニ以外にも、私たちが使う
施設は沢山あるよね！



行動を広げるための手法

PRグッズ作成に向けた

市民参加型イベント・コン

テスト

地域コミュニティ

（町内会等)の活用
PRグッズ作成に向けた

市民参加型イベント・コン

テスト



期待される効果

• 再配達率の低下

• ドライバーの労働環境改善

• トラックの二酸化炭素削減

• 若い世代の意識向上

• 地域コミュニティの活性化



ご清聴ありがとうございました！


